
トンネルへ関心を高める契機に

未来の担い手確保も期待
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　日本トンネル技術協会は、設立
周年を記念して、年に協会が設
立した８月１日を「トンネルの日」
と定めました。
　今年は周年記念事業として、
「トンネル・地下空間展」を２～８
日に東京都新宿区の新宿駅西口広場
イベントコーナーで開催します。来
年以降もトンネル・地下空間に関す
る技術をさまざまな形で紹介してい
く予定です。トンネルの日を中心と
する取り組みを通じて、協会の活動
を広く知っていただく機会にもした
いと考えています。トンネルや地下
空間に興味を持っていただき、将来
関連した仕事に就きたいと思う子ど
もたちが増えていくことを期待して
います。
　トンネル工事の事業量は年代
後半にピークを迎え、その後、減少
が続きました。東日本大震災（
年３月）の復興事業やその後の国土
強靱化の取り組みによって回復に転
じています。最近では年間で～
件のトンネル工事の工区が動いて
いるようですが、１件当たりの規模
が拡大する傾向にあります。山岳ト
ンネルが最も多い状況に変わりはな
く、都市部ではシールドトンネル、
下水道などの小口径トンネルには推
進技術が用いられています。
　この中で気になるのが、シールド
トンネルを採用した工事量が減少し
ていることです。東京都市部では、
地下鉄延伸などの計画も進行中です
が、トンネル技術を次世代に継承し

ていくためにも一定規模の発注量が
必要だと考えています。
　国土交通省が検討する「自動物流
道路」が実現した時には、都市間を
結ぶ地下空間の活用が期待されると
思います。その際は、シールド技術
に加え、荷物を地上に運ぶ搬送装置
などの技術も求められるようになる
でしょう。
　労働人口が減少し、建設従事者の
高齢化も課題となっています。今後
のトンネルや地下空間を構築する工
事では、生産性向上は欠かせない要
素となります。国交省で進める「i-C
onstruction．」とも連携しながら、
施工の自動化、遠隔化、省力化に取
り組む必要があります。人が近づか
ずに作業するようになれば、現場の
安全性も高まることになります。
　その一環で国交省は、山岳トンネ
ルの省人化施工の試行工事を開始す
ると発表しました。できるだけ多く
の自動施工技術などを試行して技術
基準類を整備するというこの取り組
みに期待しています。
　生産性向上を目指す上で重要なの
は、ICTやDX活用を事業全体で考
えることだと思っています。発注者
の計画段階から調査・設計業務、施
工、さらにその後の維持管理に至る
までデジタル情報が各段階で一気通
貫に流れるようにして、生産性を
トータルで高められるようにするこ
とが大切です。
　トンネルや地下空間の構造物を適
切に維持管理していくことも今後一
段と求められるようになるでしょ
う。年の笹子トンネルの事故や
今年１月に埼玉県八潮市で発生した
道路陥没事故などを契機に、トンネ
ルや地下空間のメンテナンスの仕組
みをしっかりと構築しなければなり
ません。定期的に実施する点検診断
を効率的に行う技術開発も進めてい
く必要があるでしょう。
　先ほど話した自動物流道路を含
め、地下空間の活用は今後一層重要
となるはずです。日本トンネル技術
協会は産学官が一堂に会する組織で
あり、その強みを生かして情報を共
有しながら、新しい課題にも対応し
ていきたいと考えています。

　今年周年を迎えた日本トンネル技術
協会（菊川滋会長）は、設立日の８月１
日を「トンネルの日」と定めた。トンネ
ルや地下空間への理解を促進し、協会の
取り組みを広く周知する日とする。周
年の記念行事として協会が行ったトンネ
ル・地下空間フォトコンテスト、トンネ
ル利用のアイデアコンテストの受賞作品
や２日に東京・新宿で開幕する「トンネ
ル・地下空間展」の内容、トンネル工学
の有識者インタビュー、注目現場などを
紹介する。
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や
解
決

策
の
検
討

新
た
な
ル

ル
作
り
に
必
要
な
裏
付

け
デ

タ
の
計
算
な
ど
で

個
別
の
ト
ン
ネ
ル
に

対
す
る
思
い
は
あ
ま
り
考
え
つ
か
な
い

仮
に

﹃
好
き
な
ト
ン
ネ
ル
﹄
を
尋
ね
ら
れ
た
ら

ア
ク

ア
ラ
イ
ン
や
青
函
ト
ン
ネ
ル

関
越
ト
ン
ネ
ル


恵
那
山
ト
ン
ネ
ル
な
ど

建
設
当
時
最
長
だ

た

り
困
難
な
条
件
だ

た
り
し
た
ト
ン
ネ
ル
を
挙
げ

る
使
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か

た
技
術
は
何
か


時
代
背
景
な
ど
に
思
い
を
は
せ
る
の
は
自
分
自
身

よ
く
あ
る

強
い
て
言
え
ば
道
路
ト
ン
ネ
ル
の
多

く
で
出
口
付
近
が
曲
線
に
な

て
い
て

坑
外
の

明
か
り
が
徐
々
に
差
し
込
ん
で
く
る
こ
と
で
出
口

に
近
い
と
認
識
す
る

ト
ン
ネ
ル
を
出
る
と

そ

こ
は
別
世
界
が
広
が

て
い
る
よ
う
で
違

た
感

覚
を
覚
え
る

最
短
距
離
で
掘

た
直
線
の
ト
ン

ネ
ル
よ
り
も
印
象
的
だ
と
思
う
こ
と
は
多
い
﹂

　


１
日
の
﹁
ト
ン
ネ
ル
の
日
﹂
に
一
言


　
﹁
ト
ン
ネ
ル
に
関
し
て

今
ま
で
な
し
え
た
こ

と

今
後
何
を
す
べ
き
か
な
ど

考
え
る
良
い
機

会
だ

こ
れ
ま
で
﹃
ト
ン
ネ
ル
の
日
﹄
と
い
う
発

想
が
な
か

た
の
で

日
に
ち
の
設
定
は

イ
ベ

ン
ト
の
実
施
な
ど
に
関
わ
ら
ず

過
去
を
振
り
返

る
き

か
け
に
な
る
よ
う
に
思
う

世
界
有
数
と

い
わ
れ
て
い
る
わ
が
国
の
ト
ン
ネ
ル
技
術
を
見
つ

め
直
す
節
目
と
し
た
い
﹂


　
私
た
ち
が
日
々
利
用
す
る
ト
ン
ネ
ル

は

生
活
や
経
済
を
支
え
る
重
要
な
イ

ン
フ
ラ
で
す

し
か
し

そ
の
裏
に
は

多
く
の
困
難
と
歴
史
が
あ
り
ま
す


　
ト
ン
ネ
ル
の
歴
史
は
古
く

今
か
ら

４
０
０
０
年
前
の
古
代
都
市
バ
ビ
ロ
ン

に
作
ら
れ
た
川
底
を
横
断
す
る
歩
行
者

用
ト
ン
ネ
ル
だ
と
い
わ
れ
て
い
ま
す


そ
の
後
水
路
ト
ン
ネ
ル
が
造
ら
れ

鉄

道
が
発
達
し
て
鉄
道
ト
ン
ネ
ル
が
造
ら

れ

車
が
発
達
し
て
車
用
の
ト
ン
ネ
ル

が
造
ら
れ
て
い
き
ま
し
た


　
日
本
で
は
古
来
山
岳
信
仰
が
あ
り


山
に
穴
を
あ
け
ト
ン
ネ
ル
を
造
る
こ
と

は

神
聖
な
山
に
対
し
て
恐
れ
多
い
こ

と
だ
と
思
わ
れ
て
い
ま
し
た

そ
こ
で

峠
道
が
造
ら
れ
人
や
物
資
の
往
来
が
盛

ん
に
な
り
ま
し
た


　
江
戸
時
代
初
期
に
金
沢
の
辰
巳
用
水

︵
１
６
３
２
年
完
成
︶
が
槌
と
ノ
ミ
で

掘
ら
れ
た
最
初
と
い
わ
れ
て
い
ま
す


人
が
通
れ
る
ト
ン
ネ
ル
は

１
７
６
４

年
に
大
分
県
の
耶
馬
溪
の
青
の
洞
門
が

最
初
と
い
わ
れ
て
い
ま
す

禅
海
と
い

う
お
坊
さ
ん
が

年
以
上
の
歳
月
を
か

け
槌
と
ノ
ミ
だ
け
で
完
成
さ
せ
人
々
に

感
謝
さ
れ
て
い
ま
す

本
格
的
に
は


明
治
時
代
に
入
り
鉄
道
の
ト
ン
ネ
ル
が

造
ら
れ

そ
の
後

車
が
入

て
く
る

と
車
道
用
の
ト
ン
ネ
ル
が
造
ら
れ
全
国

で
数
多
く
の
ト
ン
ネ
ル
が
で
き
て
い
き

ま
し
た


　
か
つ
て
の
ト
ン
ネ
ル
工
事
で
は

技

術
や
安
全
管
理
が
未
熟
で
あ

た
た

め

多
く
の
作
業
員
の
命
が
失
わ
れ
ま

し
た

地
盤
の
崩
落
や
地
下
水
の
突
発

的
な
流
入

劣
悪
な
作
業
環
境
に
よ
る

健
康
被
害
な
ど

危
険
が
常
に
隣
り
合

わ
せ
で
し
た

こ
の
よ
う
な
悲
し
い
過

去
が
あ

た
か
ら
こ
そ

安
全
へ
の
意

識
が
高
ま
り

技
術
の
革
新
が
求
め
ら

れ
て
き
た
の
で
す


　
現
代
の
私
た
ち
の
現
場
で
は

最
新

の
機
械
設
備
や
厳
密
な
安
全
基
準
の
も

と
で
作
業
を
行
い

事
故
を
未
然
に
防

ぐ
努
力
を
重
ね
て
い
ま
す
そ
れ
で
も


現
場
で
働
く
一
人
一
人
が
命
の
尊
さ
を

胸
に
刻
み

安
全
最
優
先
の
意
識
を
持

ち
続
け
る
こ
と
が
何
よ
り
も
大
切
だ
と

感
じ
て
い
ま
す


　
ト
ン
ネ
ル
の
貫
通
は

技
術
と
努
力

の
結
晶
で
あ
り

新
た
な
交
通
な
ど
イ

ン
フ
ラ
整
備
の
道
が
開
か
れ
る
瞬
間
で

も
あ
り
ま
す


　
私
た
ち
は
ト
ン
ネ
ル
を
通
じ
て

人

と
地
域
を
つ
な
ぎ

生
活
を
便
利
に
す

る
こ
と
に
誇
り
を
持

て
い
ま
す

８

月
１
日
の
ト
ン
ネ
ル
の
日
を
記
念
し


こ
れ
か
ら
も

安
全
を
最
優
先
に

高

い
技
術
力
で
社
会
に
役
立
つ
ト
ン
ネ
ル

造
り
に
邁
進
し
て
ま
い
り
ま
す


「トンネルの日」を迎えて

耶馬溪の青の洞門（出典・中津耶馬渓観光協会ＨＰ）



　トンネルの日

ア
イ
デ
ア
コ
ン
テ
ス
ト
入
賞
作
品

フォトコンテスト入賞作品

日本トンネル技術協会　フォトコンテスト（Ｐ）、アイデアコンテスト（Ｉ）敬称略

新
宿
駅
西
口
広
場
イ
ベ
ン
ト
コ

ナ

で

あ
す
か
ら
ト
ン
ネ
ル
・
地
下
空
間
展

（９） （第３種郵便物認可）２０２５年　（令和７年）　８月１日　（金曜日）

　トンネル利用のアイデアコンテスト
の入賞作品は次の通り（敬称略、学年
は応募時点）。
　〈最優秀賞〉永井秀弥（小６）「地
球に優しいトンネル」
　〈優秀賞〉松澤杏（保育）「流れ星
がみられるトンネル」▷原田莉帆（小
５）「ＥＣＯエネルギー地下遊園地」
　〈努力賞〉安達隆人（中１）「昔の
記おく」▷伊藤想子（中３）「地底遊
戯場」▷岡田一葉（小１）「トンネル
遊園地」▷岡野谷芽里（小５）「色あ
ざやかなトンネル」▷岡野谷陸斗（小
１）「どんどん小さくなるトンネル」
▷小黒真衣果（小３）「みらいのトン
ネル」▷匿名（中１）「地下で大冒険
！巨大プール」▷片山亮太郎（小２）
「トンネルプール」▷加藤瑛人（小４）
「トンネル歩いて世界一周！」▷加藤

洋平（小３）「さい玉トンネル　ロボ
ットバトル大会」▷金子玲（小３）
「かがやけ！未来の地下生活」▷鎌田
こころ（小５）「地下の屋台村」▷木
野村秀悟（小２）「地下洞窟銭湯」▷
木野村実桜（小５）「天気を気にしな
いキャンプ場」▷木原玲奈（小５）
「２かいたてのレストランと休けい所」
▷日下あい（小５）「地下トランポリ
ン」▷久保原裕晴（小４）「未来の水
族館」▷児玉こまち（中１）「地下発
電所」▷近藤連太郎（小２）「ペンギ
ンと一緒に遊びができるトンネル水族
館」▷坂本柚羽（小５）「高速道路ト
ンネル内の物流倉庫」▷佐野楓（小５）
「地下放水路でプロジェクションマッ
ピング」▷佐野玄治（小２）「流しそ
うめん大会」▷鈴木旺介（小３）「映
画館トンネル」▷鈴木帆乃香（保育）

「うさぎがトンネルにいるとうれしい
な」▷高橋朝輝（小４）「地下の電力
発電機」▷多田憲太（中２）「地下３
大発電」▷多田悠太（中３）「大自然
と地下都市の共存」▷田中苺（中２）
「１年中いちごが楽しめる！トンネル
ファーム」▷ドウホームアンハラッド
七海（保育）「キラキラガオー」▷長
友成志レックス（小３）「山の地下ホ
テル」▷縄乃々香（小５）「トンネル
から宇宙へ」▷西川公喜（小１）「歌
声で変化するよ　カラフルトンネル」
▷西川文萌（保育）「長靴履いて　地
下水路でプラネタリウーム」▷西村玲
那（小５）「トンネル水上マーケット」
▷半田千翔（小２）「たくさんの国を
つなげるおいしいトンネル」▷平野桃
菜（中１）「トンネルキャンプ」▷平
野咲耶（小６）「地下空間を利用した

経済発展」▷藤田誠士（小２）「みん
なワクワク海の道」▷舟橋花恵（小３）
「わくわく海底トンネル」▷松尾芽
（保育）「虹色のトンネル」▷三井理
久（保育）「トンネルおばけやしき」
▷村田佳穂（小１）「とりのさえずり
コンサート」▷百崎智遥（小５）「ト
ンネルの野菜畑」▷森田太真（小４）
「夢の国」▷山内友香（小３）「子ど
もたちが集中できる地下学校」▷山田
凛（小１）「下水道にお花畑」▷山崎
柊（小１）「地下博物館」▷山村紀伊
（小６）「ようこそ！地獄タウンへ！」
▷吉池粋生（小５）「バイオマス発電」
▷吉永ひかり（小３）「もぐってみた
いトンネルの中」▷脇玲美奈（小４）
「どんな天候でもＯＫ　スポーツ祭典i
nトンネル」▷脇龍之介（中２）「地
下トンネル運送」。

　「社会を支え、未来をつなぐ」をテーマに行われたト
ンネルと地下空間フォトコンテストの入賞作品は次の通
り。敬称略。
【一般部門】
　〈最優秀賞〉山田沙希帆（東京都大田区）「今は亡き
トンネルから見た夏」北海道十勝旧狩勝線沿い
　〈優秀賞〉武田啓佑（大阪府枚方市）「地下リフレク
ション」大阪府寝屋川市▷西野健治（東京都瑞穂町）
「濡れないように」東京都武蔵村山市
　〈会長賞〉杉山薫（東京都小金井市）「川廻しのトン
ネル」千葉県君津市亀山湖
　〈入賞〉生駒健一（兵庫県西宮市）「異世界へ」石川
県珠洲市三崎町／青の洞窟へ続くトンネル▷上杉孝徹
（香川県観音寺市）「夕照」香川県三豊市仁尾町▷戎井
孝太（横浜市）「行き交う地下鉄」福岡市中央区▷小川
貴之（東京都江東区）「トンネルから覗く青空」麻布ト
ンネル▷小島資治（横浜市）「お祭りの朝」静岡県沼津
市大瀬崎付近▷篠田道子（愛知県岡崎市）「碧のトンネ
ル」長野県王滝村▷柴田敏文（茨城県日立市）「あ～、
ここで一休み」群馬県みなかみ町土合駅▷田村星朗（兵
庫県御園）「地下ステーション」大阪メトロ御堂筋線梅
田駅▷中本則昭（神戸市）「悠久の時を経て」神戸市湊
川▷長谷川佳江（神戸市）「アオハタ隧道」神戸市垂水
区
【関係者部門】
　〈最優秀賞〉酒井武人（東京都町田市）「溶接職人」
松戸市長津川第一号雨水幹線工事
　〈優秀賞〉種田智憲（北海道）「地下空間探検へ出か
けよう‼」北海道八雲町▷井上賢一（川崎市）「長かっ
た。。。」ネパールナグドゥンガトンネル本坑内貫通地
点付近
　〈会長賞〉栗田洋伸（北海道）「難関地山に技術で挑
む戦士達」北海道八雲町
　〈入賞〉該当なし。

　
日
本
ト
ン
ネ
ル
技
術
協
会

は

設
立

周
年
を
記
念
し
た

﹁
ト
ン
ネ
ル
・
地
下
空
間
展
﹂

を
東
京
都
新
宿
区
の
新
宿
駅
西

口
広
場
イ
ベ
ン
ト
コ

ナ

で

２
日
か
ら
８
日
ま
で
開
催
す

る

展
示
会
場
に
は

ト
ン
ネ

ル
の
造
り
方
の
説
明
パ
ネ
ル
展

示
や
ト
ン
ネ
ル
技
術
の
映
像
紹

介
の
ほ
か
Ｖ
Ｒ︵
仮
想
現
実
︶

を
使

た
ト
ン
ネ
ル
現
場
の
疑

似
体
験
コ

ナ

も
設
け
る


展
示
会
を
通
じ
て

ト
ン
ネ
ル

や
地
下
空
間
が
国
民
生
活
の
安

全
性
向
上
や
経
済
活
動
に
与
え

る
重
要
性
を
ア
ピ

ル
し

ト

ン
ネ
ル
へ
の
理
解
を
深
め
て
も

ら
う

入
場
は
無
料


　
ト
ン
ネ
ル
技
術
の
映
像
紹
介

は

高
速
道
路
会
社
や
ゼ
ネ
コ

ン
各
社
が
提
供
し
た
工
事
の
記

録

各
種
技
術
を
用
い
た
施
工

状
況
の
映
像
を
上
映
す
る

映

像
を
提
供
し
た
の
は

中
日
本

高
速
道
路
会
社

大
林
組

奥

村
組

鹿
島

鴻
池
組

大
成

建
設
大
豊
建
設
東
急
建
設


飛
島
建
設

西
松
・
戸
田
・
錢

高


西
松
建
設

前
田
建
設

の
各
社


　
Ｖ
Ｒ
で
疑
似
体
験
で
き
る
現

場
は
▽
リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線
の

シ

ル
ド
ト
ン
ネ
ル
見
学
体
験

︵
北
品
川
工
区
︶
▽
高
規
格
道

路
の
山
岳
ト
ン
ネ
ル
見
学
体
験

▽
北
海
道
新
幹
線
の
ト
ン
ネ
ル

現
場
探
検
︵
後
志
ト
ン
ネ
ル


天
神

工
区
︶
▽
北
海
道
新

幹
線
の
山
岳
ト
ン
ネ
ル
掘
進
中

︵
野
田
追
ト
ン
ネ
ル

北

工

区
︶ゴ

グ
ル
を
装
着
し
て


そ
れ
ぞ
れ
の
現
場
に
い
る
よ
う

な
体
験
を
味
わ
え
る


　
シ

ル
ド
マ
シ
ン
や
山
岳
ト

ン
ネ
ル
施
工
の
模
型
を
展
示
す

る
ほ
か

貫
通
石
・
ノ
ベ
ル
テ


グ

ズ
な
ど
の
配
布
も
行
う

予
定

協
会
の
設
立

周
年
記

念
で
実
施
し
た
フ

ト
コ
ン
テ

ス
ト
や
ト
ン
ネ
ル
利
用
の
ア
イ

デ
ア
コ
ン
テ
ス
ト
の
入
賞
作
品

も
展
示
す
る


　
日
本
ト
ン
ネ
ル
技
術
協
会
は

設
立

周
年
企
画

と
し
て
﹁
ト
ン
ネ
ル
・
地
下
空
間
フ

ト
コ
ン
テ
ス

ト
﹂
︵
募
集
期
間
２
０
２
４
年
７
月
１
日


月


日
︶﹁
ト
ン
ネ
ル
利
用
の
ア
イ
デ
ア
コ
ン
テ
ス
ト
﹂

︵
同

年
７
月
１
日


年
１
月

日
︶
の
二
つ
の

コ
ン
テ
ス
ト
を
実
施
し

多
数
集
ま

た
応
募
作
品

を
審
査
し
入
賞
作
品
を
決
定
し
た


　
フ

ト
コ
ン
テ
ス
ト
は

一
般
部
門
と
関
係
者
部

門
の
２
部
門
で
作
品
を
募
集

応
募
総
数
は
９
２
８

作
品
︵
応
募
者
４
９
４
人
︶

写
真
家
の
西
山
芳
一

氏
を
審
査
委
員
長
と
す
る
フ

ト
コ
ン
テ
ス
ト
審
査

委
員
会
が
２
次
に
わ
た
る
審
査
を
行
い

部
門
ご
と

に
最
優
秀
賞

優
秀
賞

会
長
賞

入
選
を
選
定
し

た


　
ア
イ
デ
ア
コ
ン
テ
ス
ト
は

小
中
学
生
を
主
な
対

象
と
し
て
実
施
し
た

応
募
総
数
は
１
９
７
作
品

︵
応
募
者
数
１
６
８
人
︶
だ

た

保
育
園
児
な
ど

小
学
生
以
下
の
応
募
も
あ

た

独
創
性

分
か
り

や
す
さ

出
来
栄
え
を
ポ
イ
ン
ト
に
し
た
２
次
に
わ

た
る
審
査
を
経
て

最
優
秀
賞

優
秀
賞

努
力
賞

を
選
定
し
た


Ｐ　優秀賞（一般）武田啓祐

Ｉ　優秀賞　原田莉帆（小５）

Ｐ　優秀賞（一般）西野健治 Ｐ　優秀賞（関係者）種田智憲

Ｐ　会長賞（一般）杉山薫 Ｐ　優秀賞（関係者）井上賢一

Ｉ　優秀賞　松澤杏（保育） Ｐ　会長賞（関係者）栗田洋伸
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工
事
概
要

安全最優先　地元と一緒に着実に

発注者メッセージ

中日本高速道路　　　　　
東京支社　秦野工事事務所

所長　内田　美範

環境保全を図りながら事業推進

事業概要説明

中日本高速道路　　　　　
東京支社　秦野工事事務所

工務課長　坂部　努

イ
ン
ク
ラ
イ
ン
ベ
ル
コ
ン
を
活
用

新東名高速赤坂トンネル　難所の工事が大詰め

順
調
な
掘
削
に
貢
献

施工：三井住友建設・大日本土木・フジタＪＶ

（１０）（第３種郵便物認可） ２０２５年　（令和７年）　８月１日　（金曜日）

三
井
住
友
建
設
・
大
日
本

土
木
・
フ
ジ
タ
Ｊ
Ｖ

新
東
名
山
北
皆
瀬
川
作
業
所

作業所長・
現場代理人
平山　徹氏

　
工
事
の
全
体
像
は
赤
坂
ト
ン
ネ
ル
︵
上

り
９
７
０


下
り
９
３
４

︶
の
掘
削

の
ほ
か

二
級
河
川
・
皆
瀬
川
を
ま
た
ぐ

皆
瀬
川
橋
︵
上
り
３
５
３


下
り
３
９

８

︶
の
構
築

土
工
事
︵
延
長
約
２
０

０

︶も
行
う
大
規
模
複
合
工
事
で
あ
る


工
事
場
所
は
い
ず
れ
も
神
奈
川
県
山
北
町

内

現
場
は
丹
沢
山
中
の
谷
あ
い
で

皆

瀬
川
の
上
空
約


の
位
置
に
片
側
２
車

線
の
自
動
車
専
用
道
路
を
整
備
す
る

既

存
の
一
般
道
と
の
接
続
は
な
い
空
中
工
事

と
な
る
た
め

ト
ン
ネ
ル
・
橋
梁
工
事
の

た
め
の
仮
設
構
台
や
仮
桟
橋

資
機
材
搬

出
入
に
用
い
る
イ
ン
ク
ラ
イ
ン
お
よ
び
工

事
用
リ
フ
ト
の
構
築
が
必
要
と
な

た


ま
た

ト
ン
ネ
ル
坑
口
と
橋
梁
の
取
り
付

け
位
置
が
近
接
し
て
い
る
中
で

ト
ン
ネ

ル
掘
削
と
橋
梁
構
築
を
同
時
に
進
め
な
け

れ
ば
な
ら
な
か

た


　
ト
ン
ネ
ル
掘
削
土
の
運
搬
に
は
１
日
当

た
り
１
３
０

１
５
０
台
の
ダ
ン
プ
ト
ラ


ク
が
必
要
に
な
る
と
の
試
算
か
ら


﹁
工
事
用
道
路
の
使
用
に
あ
た
り
他
の
工

種
に
支
障
を
与
え
る
た
め

ダ
ン
プ
に
よ

る
運
搬
に
代
わ
り
ベ
ル
ト
コ
ン
ベ
ヤ

で

の
運
搬
へ
変
更
し
た
﹂
と
平
山
所
長

赤

坂
ト
ン
ネ
ル
坑
口
の
ズ
リ
テ
ン
ト
へ
運
ん

だ
掘
削
土
は

ベ
ル
ト
コ
ン
ベ
ヤ

で
皆

瀬
川
対
岸
の
土
工
区
間
に
運
び

盛
土
材

と
し
て
利
用
し
た

﹁
ト
ン
ネ
ル
掘
削
土

の
一
部
に
は
重
金
属
が
含
ま
れ
る
こ
と
が

分
か

て
い
た
た
め

重
金
属
含
有
土
の

仮
置
き
場
テ
ン
ト
や
ベ
ル
ト
コ
ン
ベ
ヤ


の
フ

ド
が
必
要
と
な

た
﹂
と

平
山

所
長
は
説
明
す
る


　
ト
ン
ネ
ル
の
掘
削
に
つ
い
て
は

ト
ン

ネ
ル
路
線
の
地
表
部
に
精
密
機
械
工
場
が

あ
り
発
破
振
動
の
影
響
が
懸
念
さ
れ
た
た

め

全
線
機
械
掘
削
で
施
工
を
行

た


地
質
は
硬
質
な
礫
岩
が
主
体
で
あ
る
た
め

当
初
予
定
し
て
い
た
自
由
断
面
掘
削
機
を

２
０
０


級
か
ら
３
５
０


級
へ
と

大
型
化
す
る
こ
と
で

事
業
工
程
の
ク
リ

テ

カ
ル
と
さ
れ
て
い
た
予
定
進
捗
量
を

確
保
し
工
程
の
遅
延
を
回
避
す
る
こ
と
が

出
来
た


　
一
般
道
か
ら
工
事
場
所
へ
の
搬
送
設
備

で
あ
る
イ
ン
ク
ラ
イ
ン
は

高
さ
が
約



で
１
回
に
ダ
ン
プ
２
台
を
搭
載
で
き
る

広
さ
と
能
力
が
あ
り

１
時
間
あ
た
り
最

大
で
５
・
５
回
の
往
復
が
可
能
と
い
う


工
事
の
最
盛
期
に
は

イ
ン
ク
ラ
イ
ン
同

様
ダ
ン
プ
を
２
台
搭
載
で
き
る
工
事
用
リ

フ
ト
を
併
用
し
て
資
材
の
運
搬
を
行


た


　
土
工
事
区
間
は

従
前
渓
流
が
あ

た

場
所
の

万
立
方

の
盛
土
造
成
で
あ

り

調
整
池
・
管
理
用
道
路
・
付
替
え
水

路
な
ど
の
構
築
も
含
ま
れ
た

も
と
も
と

平
場
が
ほ
と
ん
ど
無
い
作
業
条
件
で
あ
る

た
め

安
全
対
策
を
万
全
と
す
る
こ
と
に

留
意
し
つ
つ

進
入
路
・
施
工
ヤ

ド
を

切
り
替
え
な
が
ら
盛
土
作
業
と
構
造
物
の

構
築
を
並
行
し
て
進
め
て
い
る


　
工
事
は
土
工
区
間
完
成
ま
で
１
年
半
程

度
と
先
は
見
え
て
き
た
が

資
機
材
搬
入

に
活
用
し
て
い
る
イ
ン
ク
ラ
イ
ン
を
含
め

仮
設
構
台
や
仮
桟
橋
解
体
に
引
き
続
き
困

難
な
作
業
が
見
込
ま
れ
て
い
る

工
程
順

守
に
気
の
抜
け
な
い
日
々
を
送
る
が

平

山
所
長
は

﹁
や
ろ
う
と
思
え
ば

で
き

る
﹂
と

前
を
向
き
続
け
て
い
る


　中日本高速道路会社が整備している新東名高速道路未開通区間新秦野ＩＣ～新御殿場
ＩＣ間約㎞のうち、新秦野ＩＣ～山北ＳＩＣ（仮称、以下同）間の難所、赤坂トンネ
ルの工事が終盤を迎えている。工事を指揮する新東名山北皆瀬川作業所（三井住友建設
・大日本土木・フジタＪＶ）の平山徹作業所長（現場代理人）は、「事故や建設機械の故
障などの大きなトラブルに見舞われることもなくトンネル工事を進めることが出来た。
複合工事全体として進捗率が％に近づいたが、残る工事は急峻かつ狭隘な厳しい作業
条件であり、施工の難度は依然として高い」と、気を引き締め直している。

　写真提供・中日本高速道路会社、三井住友建設など

■工事名称：新東名高速道路山北皆瀬川工事
■工事場所：神奈川県山北町
■発　注　者：中日本高速道路会社
■施　工　者：三井住友・大日本土木・フジタＪＶ

　民営化後の弊社の歩みを少し振り返りますと、新東名・新名神の
ダブルネットワーク化、圏央道・東海環状道・名二環等の環状道路
の整備、東海北陸道・新東名等の４・６車線化など、約㎞を整
備してきました。これら高速道路の整備に伴い、産業・物産・観光
へのストック効果に加え、渋滞や事故削減によって安全・安心の向
上につながっていると考えています。
　弊社としましては、今後、新東名と並行する東名のリニューアル
工事や、自動運転時代に向けた路車間協調等の進化にもさらに力を
入れていくものと考えています。
　そうした施策にも現在建設中の新東名の新秦野ＩＣ～新御殿場Ｉ
Ｃの整備が寄与できると考えており、引き続き安全を最優先に、地
元の皆さまとも一緒になって着実に進めてまいります。

　事業化されている神奈川県海老名市から愛知県豊田市までを結ぶ
新東名高速道路約㎞のうち、約％が完成しており、残された
区間は秦野工事事務所の管内を含めて約㎞となりました。そのう
ち、当事務所管内は神奈川県の秦野市から静岡県境までの約㎞、
連絡等施設として新秦野ＩＣ・山北スマートＩＣ、そして休憩施設
である秦野丹沢ＳＡの建設を担当しています。
　当事務所が担当する建設区間は、東名高速道路の北側の山岳地域
を通過するため、約８割がトンネルや橋梁の構造物で構成される区
間となります。
　急峻で狭隘な山岳地形での施工であることから、工事用道路だけ
でなく、仮桟橋やインクラインと呼ばれる大規模な仮設構造物の構
築工事を行ってから本体工事に着手するなど、準備工に相応の時間
をかけて工事を実施してまいりました。また、自然豊かな地域であ
ることから、希少猛禽類や水生動物・貴重植物などへ配慮し、環境
保全を図りながら事業を進めています。
　新秦野ＩＣ～静岡県境では、トンネル本と橋梁橋の施工を進
め、本体工事の最盛期を迎える中、トンネルは本が貫通し、橋梁
も６橋がつながりました。
　足柄上郡山北町山北に位置する赤坂トンネルは、全線を機械掘削
にて施工し、周辺環境へ配慮しながら、上り線が令和４年７月、下
り線が令和５年月に貫通しました。
　当事務所では、ＳＮＳ（Ｘ・YouTube）や、見学会・地域イベ
ントへの参加等の多様な広報活動を通じて、沿線地域をはじめとす
る関係機関の皆さまに新東名建設へのご理解・ご協力をいただきな
がら、より一層安全を最優先にして着実に事業を進めてまいります。

重
金
属
含
有
土
の
仮
置
き
場

中日本高速道路会社が年月に開いた
現場見学会 赤坂トンネル上り線貫通時の集合写真 赤坂トンネル上り線貫通時の切羽

山北皆瀬川現場全景（右奥が赤坂トンネル坑口）
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過
去
最
大
規
模
の
親
子
シ

ル
ド
機
採
用

幹線整備し浸水対策機能向上

スピード感をもって事業を推進

発注者メッセージ

東京都下水道局　　　　　
第一基幹施設再構築事務所

所長　葛西　孝周

工　事　概　要

現
場
一
丸
で
前
例
な
い
難
工
事
克
服

（１１） （第３種郵便物認可）２０２５年　（令和７年）　８月１日　（金曜日）

到達立坑 シールド到達状況 親子分離箇所

　東京都は区部の浸水対策の一環で、東大島幹線・南大
島幹線事業を進めている。同事業では小松川第二ポンプ
所（東京都江戸川区）から大島ポンプ所（東京都江東区）
までの約．㎞をつなぐ雨水幹線を築造する。施工は鹿
島が担当。これまでに難所の一つだったシールド工事が
完了し、引き続き着々と工事が進む。

　下水道は、都市を浸水被害から守り、快適な都市生
活や社会経済活動を支える重要な役割を担っておりま
す。一方、都市化の進展に伴い、地表の多くがアスフ
ァルトやコンクリートで覆われたことにより、雨水が
地中に浸透しにくくなるなど、下水道に流れ込む雨水
量が増加しており、場所によっては、浸水被害が発生
する要因となっています。
　こうした背景を踏まえ、東京都下水道局では、区部
全域の特に浸水の危険性が高い地域を対策重点地区に
位置付け、早期に浸水被害を軽減することを目的に施
設整備等の対策を推進しています。
　本工事は、江東区大島地区および江戸川区小松川地
区周辺の浸水被害の軽減を図るため、小松川第二ポン
プ所の整備に併せ、南大島幹線（内径㎜）および
東大島幹線下流部（内径㎜）を築造するものです。
　工事場所は、下水道管の断面変化点が交通量の多い
都道直下にあり、立坑の設置が困難であることに加え、
近隣にも立坑の築造に適した用地がありません。そこ
で地中で親機から子機を発進させる親子シールド工法
を採用しました。これにより、立坑を設けず断面の異
なる下水道管を連続して築造することが可能となり、
周辺環境への影響も最小限とすることができました。
　今後も、一日でも早く事業効果を発現できるよう、
スピード感をもって工事を着実に進めてまいります。

■工事名称：東大島幹線及び南大島幹線その２、その３、その４、その５工事
■工事場所：東京都江東区大島５、６、８、９丁目、江戸川区小松川１丁目
■発　注　者：東京都下水道局

■施　　工：鹿島東京土木支店
■工　　期：年月～年１月

写真提供：鹿島

鹿
島

　
東
京
土
木
支
店

　
大
島
幹
線
工
事
事
務
所

　
所
長
　
祖
父
江
　
秀
司

　
東
大
島
幹
線
お
よ
び
南
大

島
幹
線
は

浸
水
被
害
の
軽

減
を
目
的
と
し
た
延
長
約
２

・
１

の
下
水
道
管
き


︵
雨
水
幹
線
︶
で
あ
り

土

被
り





Ｎ
値
１


５
の
軟
弱
地
盤
︵
沖
積
粘
性

土
︶
を
泥
土
圧
式
シ

ル
ド

工
法
で
施
工
す
る


　
計
画
線
形
に
お
い
て

地

上
の
道
路
条
件
等
よ
り

１

台
の
シ

ル
ド
機
で
内
径
の

異
な
る
下
水
道
管
き

を
築

造
す
る
必
要
が
あ

た

そ

の
た
め
下
水
道
で
は
過
去
最

大
規
模
の
親
子
シ

ル
ド
機

の
採
用
に
加
え

シ

ル
ド

機
内
か
ら
支
障
物
切
断
除
去

・
親
機
子
機
と
も
に
左
右
の

急
曲
線
対
応
・
メ
タ
ン
ガ
ス

対
策
の
防
爆
仕
様
・
Ｎ
Ｏ
Ｍ

Ｓ
Ｔ
発
進
な
ど
複
合
機
能
を

搭
載
す
る
シ

ル
ド
マ
シ
ン

で
の
施
工
で
あ

た


　
親
子
シ

ル
ド
に
つ
い

て

子
シ

ル
ド
の
後
胴


ジ


キ

エ
レ
ク
タ
等
は

事
前
に
搭
載
し
て
い
な
い
た

め
現
地
組
立
と
な

た

特

に
子
シ

ル
ド
の
後
胴
は
坑

内
運
搬
の
都
合
上
４
分
割
と

な
り
狭
所
で
真
円
を
確
保
す

る
上
で
綿
密
な
計
画
を
必
要

と
し
た

ま
た
Ｐ
Ｃ
鋼
棒
を

用
い
た
軸
方
向
伝
達
の
子
機

発
進
方
法
を
提
案
し

Ｒ
Ｃ

セ
グ
メ
ン
ト
の
ひ
び
割
れ
防

止
・
鋼
材
使
用
を
最
小
限
に

抑
制
す
る
こ
と
で
施
工
性
の

向
上
や
経
済
性
を
実
現
し

た

結
果

地
上
か
ら
の
補

助
工
法
な
し
で
周
辺
構
造
物

に
悪
影
響
を
与
え
る
こ
と
な

く
無
事
に
施
工
を
完
了
し

た


　
本
工
事
は
複
合
的
な
技
術

を
採
用
し

中
に
は
過
去
事

例
が
無
い
工
法
を
含
ん
で
い

る
難
度
が
高
い
シ

ル
ド
工

事
が
あ

た

そ
の
状
況
下

で

周
辺
構
造
物
︵
地
下
鉄

駅
部
等
︶
へ
の
影
響
を
抑
制

し
な
が
ら

昼
夜
連
続
作
業

で
シ

ル
ド
マ
シ
ン
を
無
事

に
到
達
で
き
た
の
は

当
社

の
力
だ
け
で
な
く
発
注
者
や

協
力
会
社
と
連
携
し
て
幾
度

と
な
く
検
討
を
重
ね
た
成
果

だ
と
感
じ
て
い
る


　
事
業
と
し
て
は
今
後
も
継

続
さ
れ
る

人
材
不
足
が
懸

念
さ
れ
る
建
設
業
界
だ
が


プ
ロ
意
識
か
ら
生
ま
れ
る

﹁
責
任
﹂
を
全
う
す
れ
ば


必
ず
良
い
結
果
は
つ
い
て
く

る
と
信
じ
て
い
る


　
近
年
の
集
中
豪
雨
に
よ
る

浸
水
対
策
と
し
て
重
要
な
役

割
を
担
い

社
会
貢
献
が
で

き
る
こ
と
に
﹁
誇
り
﹂
を
持


て

今
後
も
無
事
故
無
災

害
で
工
事
完
成
を
迎
え
た

い




　トンネルの日

熊谷組名古屋支店
熊野第２トンネル
作業所長　　　　

高橋　望氏遠隔技術活用し　安全性・生産性を向上

爆
薬
の
遠
隔
装
填
シ
ス
テ
ム
導
入

切羽作業の自動化・機械化推進

工　事　概　要

国
道

号
熊
野
第
２
ト
ン
ネ
ル
工
事

発注：国土交通省中部地方整備局　施工：熊谷組

想定外の湧水、地山等級の変更に迅速対応

東紀州地域を支える　　
　道路ネットワーク整備

国土交通省　中部地方整備局
紀勢国道事務所　　　　　　

所長　井上　英俊

体
験
型

イ
ベ
ン
ト

現
場
を
学
び
の
場
に
　

魅
力
発
信
し
フ

ン
増
や
す

（１２）（第３種郵便物認可） ２０２５年　（令和７年）　８月１日　（金曜日）

熊谷組名古屋支店
熊野第２トンネル作業所

小林　大輔

日
々
勉
強
し
　
　

知
識
・
経
験
吸
収

　
子
ど
も
の
頃
に
見
た
ト
ン
ネ
ル
工
事

に
強
く
影
響
を
受
け
て
土
木
の
道
に
進

み

今
年
４
月
に
熊
谷
組
に
入
社
し
ま

し
た

研
修
を
終
え

６
月
に
熊
野
第

２
ト
ン
ネ
ル
に
配
属
さ
れ
て
右
も
左
も

分
か
ら
な
い
新
人
で
す
が

ト
ン
ネ
ル

現
場
の
ス
ケ

ル
の
大
き
さ
を
日
々
実

感
し
な
が
ら
頑
張

て
い
ま
す

高
橋

所
長
や
先
輩
技
術
者
の
指
導
だ
け
で
な

く

作
業
員
の
方
々
か
ら
も
学
ば
せ
て

も
ら
い

知
識
や
経
験
を
吸
収

日
々

勉
強
で
す


遠隔装填装置のイメージ

切羽での遠隔装填作業

■工事名称：令和４年度号熊野第２トンネル工事
■工事場所：三重県熊野市木本町～井戸町
■発　注　者：国土交通省中部地方整備局紀勢国道事務所
■施　工　者：熊谷組名古屋支店
■断　面　積：掘削断面積㎡／仕上がり断面積㎡
■工事概要：トンネル掘削（ＮＡＴＭ）ｍ、覆工

ｍ、坑門工２カ所、トンネル仮設備工一式
■工　　期：年４月１日～年月日（変更予定）

熊野道路の位置図

　
熊
野
第
２
ト
ン
ネ
ル
は
２
０
２
３
年


月
に
着
工
し
た

熊
野
市
井
戸
町

︵
新
宮
側
︶
か
ら
同
市
木
本
町
︵
松
阪

側
︶
に
向
か

て
掘
り
進
み

７
月
８

日
時
点
で
全
長
１
３
０
７

の
う
ち
７

３
４

の
掘
削
が
完
了

事
前
の
想
定

と
異
な
る
現
場
環
境
下
で
作
業
を
円
滑

に
進
め
る
た
め

熊
谷
組
が
こ
れ
ま
で

培

た
知
見
や
技
術
を
結
集
し
て
施
工

に
当
た

て
い
る


　
現
場
で
の
想
定
外
の
事
象
の
一
つ
は

湧
水
の
多
さ
だ

入
社
以
来

山
岳
ト

ン
ネ
ル
を
中
心
に
現
場
畑
を
歩
き

こ

れ
ま
で

本
以
上
の
ト
ン
ネ
ル
工
事
に

携
わ

て
き
た
高
橋
望
所
長
は
﹁
沢
が

近
い
区
間
で
は
あ
る
程
度
想
定
し
て
い

た
が

実
際
に
は
こ
れ
ま
で
掘

た
ほ

ぼ
全
区
間
か
ら
驚
く
ほ
ど
水
が
出
て
い

る
﹂
と
話
す


　
水
は
坑
内
の
地
面
か
ら
も
湧
き
出
て

お
り

足
元
は
ひ
ど
く
ぬ
か
る
ん
だ
状

態
だ

ズ
リ
出
し
の
ダ
ン
プ
な
ど
が
通

る
搬
出
ル

ト
の
環
境
改
善
の
一
環
で

砕
石
を
敷
き
詰
め
て
も

ぬ
か
る
み
防

止
の
決
定
打
に
は
な

て
い
な
い

こ

う
し
た
現
状
を
踏
ま
え

通
常
は
掘
削

完
了
後
に
道
路
下
に
整
備
す
る
中
央
排

水
パ
イ
プ
を

一
部
区
間
に
前
倒
し
で

試
験
的
に
導
入
し
た

﹁
中
央
排
水
パ

イ
プ
に
よ
る
対
策
は
始
ま

た
ば
か
り

だ
が

確
実
に
水
抜
き
効
果
が
出
て
い

る
﹂
と
高
橋
所
長

舗
装
工
な
ど
今
後

の
工
事
が
適
切

円
滑
に
進
め
ら
れ
る

よ
う
﹁
発
注
者
と
の
連
携
を
密
に
取
り

な
が
ら
対
策
を
講
じ
て
い
き
た
い
﹂
と

現
場
環
境
の
改
善
に
力
を
注
ぐ


　
掘
削
を
進
め
る
過
程
で
当
初
想
定
し

て
い
た
地
山
等
級
と
異
な
る
区
間
も
少

な
く
な
い

設
計
段
階
で
Ｃ
Ｉ
や
Ｂ
パ

タ

ン
と
な

て
い
た
区
間
で
は

実

際
の
掘
削
時
に
判
定
し
た
結
果

Ｃ
Ⅱ

パ
タ

ン
の
区
間
が
目
立
つ

高
橋
所

長
は
﹁
岩
盤
は
硬
い
が
亀
裂
が
多
く


崩
落
の
リ
ス
ク
が
高
い
上
さ
ら
に
﹃
流

れ
目
﹄
と
な

て
い
る
﹂
と
切
羽
を
分

析

爆
薬
の
遠
隔
装
填
シ
ス
テ
ム
な
ど

で
安
全
確
保
に
努
め
な
が
ら
施
工
に
当

た

て
い
る


　
一
般
的
に
１
日
３
サ
イ
ク
ル
の
掘
進

距
離
は
Ｂ
パ
タ

ン
で
６

と
す
る

と

Ｃ
Ⅱ
パ
タ

ン
で
は
３
・
６

に

と
ど
ま
る
と
い
う

工
程
の
遅
れ
に
つ

な
が
る
た
め

ロ

ク
ボ
ル
ト
や
支
保

工
ア

チ

吹
き
付
け
コ
ン
ク
リ

ト

の
厚
さ
な
ど
の
各
種
規
格
を

地
山
な

ど
現
場
条
件
の
変
化
に
合
わ
せ
て
素
早

く
対
応
し

施
工
ス
ピ

ド
を
可
能
な

限
り
落
と
さ
な
い
よ
う
に
取
り
組
む


　
自
然
相
手
の
ト
ン
ネ
ル
現
場
で
は
今

後
も

想
定
外
の
事
象
に
遭
遇
す
る
可

能
性
が
あ
る

掘
進
先
の
松
阪
側
坑
口

付
近
で
は

生
息
が
確
認
さ
れ
て
い
る

天
然
記
念
物
の
ヤ
マ
ネ
へ
の
配
慮
や
落

石
が
懸
念
さ
れ
る
浮
き
石
の
対
処
な
ど

も
求
め
ら
れ
る

さ
ま
ざ
ま
な
問
題
・

課
題
が
重
な
る
中

高
橋
所
長
は
﹁
工

夫
し
て
難
題
を
乗
り
越
え
て
完
成
さ
せ

る
の
は
技
術
者
と
し
て
の
や
り
が
い
で

も
あ
る
﹂と
前
を
向
く
貫
通
に
向
け


現
場
関
係
者
が
一
丸
と
な

て
工
事
に

ま
い
進
す
る


　
山
岳
ト
ン
ネ
ル
工
事
で
事
故
を
防
止
す
る
上

で

肌
落
ち
や
崩
落
の
発
生
可
能
性
が
高
い
切
羽

付
近
の
作
業
を
い
か
に
減
ら
す
か
が
大
き
な
ポ
イ

ン
ト
に
な
る

熊
谷
組
は
自
社
開
発
の
﹁
爆
薬
の

遠
隔
装
填
シ
ス
テ
ム
﹂
を
︵
仮
称
︶
熊
野
第
２
ト

ン
ネ
ル
に
導
入
し

切
羽
で
の
装
薬
作
業
の
遠
隔

化
に
よ
る
作
業
員
の
安
全
性
向
上

無
理
な
姿
勢

で
の
単
純
繰
り
返
し
作
業
の
負
担
軽
減
で
効
果
を

発
揮
し
て
い
る


　
シ
ス
テ
ム
は
爆
薬
や
込
め
物
︵
ア
ン
コ
︶
を
供

給
す
る
遠
隔
装
填
装
置

帯
電
防
止
の
た
め
に
水

を
流
し
て
導
電
性
を
確
保
し
た
装
填
ホ

ス

導

電
性
を
有
し
剛
性
が
高
く

軽
量
な
炭
素
繊
維
強

化
プ
ラ
ス
チ

ク
︵
Ｃ
Ｆ
Ｒ
Ｐ
︶
製
の
装
填
パ
イ

プ

手
元
で
の
操
作
を
容
易
に
し
た
リ
モ
コ
ン
で

構
成

爆
薬
︵
親
ダ
イ
︶
を
先
端
に
取
り
付
け
た

装
填
パ
イ
プ
を
発
破
孔
に
挿
入
す
れ
ば

後
は
エ

ア
圧
送
に
よ
り
親
ダ
イ

増
ダ
イ

ア
ン
コ
を
簡

単
か
つ
素
早
く
密
装
填
で
き
る
仕
組
み
だ

圧
送

は
リ
モ
コ
ン
操
作
で
切
羽
か
ら
１
・
５

以
上
離

れ
た
場
所
で
行
え
る


　
高
橋
所
長
は
﹁
従
来
の
方
法
と
比
べ
て
安
全
に

作
業
で
き

体
へ
の
負
担
も
間
違
い
な
く
軽
減
で

き
て
い
る

込
め
棒
を
使
う
よ
り
爆
薬

ア
ン
コ

を
し

か
り
押
し
込
め

発
破
効
果
が
高
ま

て

生
産
性
向
上
に
も
つ
な
が
る
﹂
と
話
す


　
切
羽
作
業
の
自
動
化
・
機
械
化
の
一
環
で

遠

隔
吹
き
付
け
の
実
証
実
験
も
検
討
中
だ


ロ

ク
ボ
ル
ト
の
削
孔
作
業

　近畿自動車道紀勢線、国道号熊野尾鷲道路と一体と
なり、南海トラフ巨大地震時における広域的防災での道
路ネットワーク強化を目的に計画された国道号熊野道
路。熊野大泊ＩＣから三重県熊野市久生屋町に至る熊野
道路（延長．㎞）の一部区間となる「（仮称）熊野第
２トンネル」の施工を担当する熊谷組は、想定外の大量
の湧水や地山等級の変更など厳しい現場環境・条件を乗
り越え、掘削を進めている。これまで「トンネルの熊谷」
が培った知見や技術を駆使し、安全や周辺環境に配慮し
ながら早期貫通を目指す。　（写真提供：熊谷組など）

　近畿自動車道紀勢線は、大阪府松原市を起点に紀伊半
島沿岸を通り三重県多気郡多気町に至る延長㎞の国
土開発幹線自動車道です。この道路は、国土強靭化の理
念を踏まえた半島防災や、周辺地域の産業支援、世界遺
産「熊野古道」を擁する東紀州、さらには伊勢志摩への
観光アクセス向上などに貢献する地域の期待が大きい道
路です。

　紀勢国道事務所では、近畿自動車道紀勢線の三重県内
のミッシングリンク解消および直轄国道とのダブルネッ
トワーク化による道路ネットワーク機能強化のため、国
道号熊野道路および紀宝熊野道路の整備を推進してい
ます。
　国道号熊野道路は、三重県熊野市大泊町から同市久
生屋町に至る延長約．㎞の高速自動車国道に並行する
一般国道の自動車専用道路で、年度に事業化されま
した。
　現在、（仮称）熊野第１トンネル：延長ｍ、（仮
称）熊野第２トンネル：延長，ｍおよび橋梁やイン
ターチェンジ改良等の工事を進めています。
　このうち、（仮称）熊野第２トンネルの工事では建設
現場における脱炭素化の取り組みやＢＩＭ／ＣＩＭの活
用など、さまざまな新技術を駆使して施工をしています。
無事故で安全に工事が完了することを期待しています。

　地元で進む新たなインフラ整備の現場は、未来を担う子ど
もたちにとって格好の学びの場でもある。３月には熊野市立
井戸小学校の全校生徒、４月には市立有馬中学校の２年生を
対象に見学会を実施。工夫を凝らしながら事業の意義や大断
面のトンネル現場のスケール感、工事の面白さなどを積極的
にアピールしている。
　見学会の参加者の記憶に残るよう「参加型、体験型のイベ
ント」にこだわる。概要説明の際にはクイズ形式で興味を持
って楽しめるように工夫。（仮称）熊野第２トンネルの現場
から出た石と別の地域のトンネル現場の石の違いを比べる実
験では、児童や生徒が実際に水槽で石の浮き沈み方を見るこ
とで、各現場で地質環境などが全く異なることを理解しても
らった。
　トンネル現場では、坑口から切羽まで実際に歩きながら坑
内の広さや重機の大きさなど、現場の迫力を体感するととも
に、覆工コンクリートの鉄筋の結束作業体験や防水シートへ
のメッセージの書き込みなど思い出に残るイベントを企画。
高橋所長は「参加者が完成後もトンネルを通る度に当時のこ
とを思い出してくれればうれしい」と思いを明かす。今後は
若年層だけでなく、幅広い層の地域住民を対象に見学会を開
催する予定だ。
　トンネルに魅せられて建設業界に飛び込んだ高橋所長は
「地域の人たちとの親交を深め、トンネルや建設業の魅力を
発信しながら『熊谷組ファン』を増やしていきたい」と力を
込める。

現
場
ご
と
の
石
の
違
い
を
調
べ
る
水
槽
実
験
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地元の思いを胸に　折山　拓臣さん　年入社（６年目） 若手が現場の動力　川合　健心さん　年入社（４年目） 到達まで頑張ります！　佐野　雄斗さん　年入社（２年目）
現場で活躍する若手社員

関係市と連携した雨水対策

東京都下水道局　流域下水道本部技術部

工事課長　土井　浩最
大
礫
径

㎝
の
礫
層
を
約
２
㎞
掘
進

流域の浸水被害対策として雨水幹線整備

工
事
概
要

空堀川上流雨水幹線工事　施工：東急建設

（１３） （第３種郵便物認可）２０２５年　（令和７年）　８月１日　（金曜日）

空 堀 川空 堀 川空 堀 川
新青梅街道新青梅街道新青梅街道

西部
拝島

線

西部
拝島

線

西部
拝島

線

東 大 和 市東 大 和 市東 大 和 市

玉川上水駅玉川上水駅玉川上水駅

東大和市駅東大和市駅東大和市駅

小 平 市小 平 市小 平 市立 川 市立 川 市立 川 市

武蔵村山市武蔵村山市武蔵村山市 青
梅
街
道

青
梅
街
道

青
梅
街
道

内径3,250mm、延長約2km内径3,250mm、延長約2km

第1工区
（上仲原公園～向原西公園）

第1工区
（上仲原公園～向原西公園）

到達立坑
（向原西公園）
到達立坑
（向原西公園）

発進立坑
（上仲原公園）
発進立坑
（上仲原公園）

：空堀川上流域南部地域
：今回工事区間（延長約2km）
：ルート案（延長約7km）

　工事が円滑に進むよう意識し、日々の業務に取り組んで
います。基地の整備からシールドマシンの組み立てや初期
掘進、本掘進までを主担当として携わり、大きなやりがい
を感じています。地域の方が現場見学に来られた際、「こ
の工事は浸水対策として長年の悲願だった」と伺い、改め
てこの工事の意義の大きさを実感しました。その思いを励
みに完成に向けてこれからも全力で取り組んでいきます。

　資材・設備の維持管理を担当しています。現場には若手
が多く、日々試行錯誤しながら取り組んでいて、経験豊富
な所長・先輩職員に支えられながら工事を進めています。
シールド工事は地下の目にすることのできない場所での工
事になるので現状の問題は何か、これから起きうるトラブ
ルは何かを考え取り組むことで問題なく進めることができ
ています。

　当現場では、資材・線形管理を行っています。シールド
工事は一般土木と異なる部分が多いので覚えることがたく
さんありますが、経験豊富な先輩職員方のご指導のもと、
日々施工管理に従事しています。このまま到達まで進捗を
順調に維持できるよう取り組んでいきます。

全線を円滑に掘進できるようシールド機製作に工夫

東急建設東日本土木支店
監理技術者

小川　智彦氏

　
空
堀
川
上
流
雨
水
幹
線
事
業
は

東
大

和
市
・
立
川
市
・
武
蔵
村
山
市
の
浸
水
被

害
対
策
と
し
て
新
た
に
雨
水
幹
線
︵
全
体

延
長
約
９

︶
を
整
備
す
る
事
業

こ
れ

ら
の
一
部
地
域
で
は
豪
雨
の
た
び
に
浸
水

被
害
に
見
舞
わ
れ

住
民
に
と

て
﹁
待

ち
に
待

た
事
業
﹂
と
も
言
え
る

第
１

期
工
事
は

東
大
和
市
上
仲
原
公
園
か
ら

向
原
西
公
園
ま
で
の
延
長
約
２

を
泥
土

圧
シ

ル
ド
工
法
︵
仕
上
が
り
内
径
３
・



︶
で
約


の
地
下
を
掘
削
す
る


　
工
事
は
２
０
２
３
年
４
月
に
着
手

ま

ず
シ

ル
ド
マ
シ
ン
と
セ
グ
メ
ン
ト
の
製

作
に
入
り

掘
削
開
始
は
上
仲
原
公
園
の

発
進
立
坑
か
ら

年
１
月
に
開
始
し
た


地
層
は
全
線
ほ
ぼ
武
蔵
野
礫
層

最
大
礫

径



Ｎ
値

以
上
の
硬
質
地
盤
と
な

る

一
部
無
水
区
間
も
掘
進
す
る
た
め


シ

ル
ド
機
の
装
備
の
充
実
が
円
滑
な
施

工
の
鍵
を
握

て
い
た


　
東
急
建
設
の
小
川
智
彦
監
理
技
術
者
は

﹁
シ

ル
ド
機
械
の
カ

タ

は

摩
耗

量

カ

タ

ビ

ト
の
配
置

超
硬
チ


プ
の
種
別
・
配
置
な
ど
を
そ
れ
ぞ
れ
慎

重
に
検
討
し
た
﹂
と
い
う

摩
耗
量
で
は

過
去
に
近
隣
で
施
工
し
た
実
績
デ

タ
の

う
ち

最
も
類
似
し
た
土
質
条
件
の
摩
耗

係
数
を
採
用
し

全
延
長
を
掘
進
で
き
る

よ
う
に
工
夫
を
凝
ら
し
た


　
カ

タ

ビ

ト
の
配
置
に
つ
い
て
も

同
一
パ
ス
上
に
高
低
の
ビ

ト
を
配
置

し

高
ビ

ト
が
低
ビ

ト
の
摩
耗
を
保

護
す
る
こ
と
で

長
距
離
掘
進
を
可
能
に

し
た

超
硬
チ

プ
の
種
別
に
よ
る
配
置

は

カ

タ

ビ

ト
外
側
に
耐
衝
撃
性

の
高
い
材
質

内
側
に
は
耐
摩
耗
性
の
高

い
材
質
を
配
置
し

カ

タ

ビ

ト
が

最
大
限
の
能
力
を
発
揮
で
き
る
よ
う
に
し

た


　
一
方

ス
ク
リ


に
つ
い
て
は

事

前
の
土
質
調
査
か
ら
最
大
礫
径
が
約



と
想
定
さ
れ
た
た
め



ま
で
取
り
込

め
る
よ
う
計
画

切
羽
側
に
は
硬
化
肉
盛

溶
接
と
耐
摩
耗
鋼
板
に
よ
り
摩
耗
対
策
を

実
施
し
た


　
小
川
監
理
技
術
者
は
ス
ク
リ


に
関

し
て

﹁
摩
耗
の
進
行
を
把
握
す
る
こ
と

が
で
き
な
い
た
め

万
が
一
ス
ク
リ



が
摩
耗
し

土
砂
を
取
り
込
め
な
く
な


た
時
の
リ
ス
ク
を
考
慮
し

補
修
ま
た
は

交
換
で
き
る
よ
う
チ

ン
バ

ゲ

ト
を

装
備
し
た
﹂

こ
れ
に
よ
り

ス
ク
リ



内
に
巨
礫
が
詰
ま
り

閉
塞
し
た
場
合

で
も

礫
を
取
り
除
く
こ
と
が
で
き
る
よ

う
に
な

た


　
現
場
職
員
は
８
人

小
川
監
理
技
術
者

を
含
め

歳
以
上
が
２
人
と


歳
以
下

が
６
人
と
い
う
構
成

こ
の
８
人
で
昼
夜

２
交
代
の
施
工
管
理
を
行

て
い
る

小

川
監
理
技
術
者
は
﹁
週
休
２
日
制
を
取
り

入
れ
て
い
る
若
い
職
員
が
多
い
の
で
ど

う
技
術
の
継
承
を
進
め
て
い
く
の
か
も


私
に
課
せ
ら
れ
た
役
目
だ
と
思
う
﹂
と


若
手
の
育
成
に
も
力
を
入
れ
て
い
る


　
７
月
９
日
現
在
で
掘
進
延
長
は
９
７
６


１
日
当
た
り
掘
進
距
離
は
約


で


今
の
と
こ
ろ
大
き
な
ト
ラ
ブ
ル
も
な
い
と

い
う


月
中
に
は
向
原
西
公
園
内
に
あ

る
立
坑
に
到
達
す
る
予
定
だ

小
川
監
理

技
術
者
は
﹁
安
全
対
策
を
徹
底
さ
せ
な
が

ら

発
・
受
注
者
が
チ

ム
一
丸
と
な


て
一
日
も
早
く
地
域
住
民
の
浸
水
被
害
の

軽
減
に
貢
献
し
た
い
﹂
と

意
気
込
み
を

語

た


　東京都下水道局流域下水道本部では、強靱で持続可能な都市を目指し、
気候変動により激甚化・頻発化する豪雨や今後高確率で発生すると想定
されている首都直下地震などの自然災害へ対応するため、市町村と連携
して下水道施設の強靭化に取り組んでいます。
　空堀川上流域南部地域は、大雨による浸水被害が発生しているものの、
雨水の放流先となる河川などがなく、市単独での雨水排除が困難である
ことから、東京都と関係市で整備手法などの検討を重ねた結果、広域雨
水幹線の整備が合理的であることから、都が流域下水道雨水幹線（空堀
川上流雨水幹線）の整備を進めています。
　雨水幹線の整備は、全長約９㎞のうち東大和市内の約２㎞の区間を先
行して行っています。雨水幹線全線の整備には長い年月を要することか
ら、当該区間の完成後には、早期に整備効果を発揮させるため、幹線に
接続する接続管等の施工を行い、年４月より雨水幹線に雨水を取り
込み貯留施設（貯留量約１万㎥）として稼働させる予定としていま
す。
　事業の実施にあたっては、工事説明会の開催、デジタルサイネージ等
による工事情報の共有に加え、地域の皆様や地元小学生等を対象にした
工事見学会の実施などにより工事情報を発信することで工事へのご理解
とご協力を得られるよう努めています。
　今後とも、関係市や地域の皆様と密接に連携して浸水被害の早期軽減
に向けて取り組んでまいります。

　
東
京
都
は

武
蔵
村
山
市

清
瀬
市
を
流
れ
る
１
級
河
川
の
空
堀
川
流
域
の
雨
水
対
策
と
し
て

空
堀
川
上
流
雨
水

幹
線
工
事
を
実
施
し
て
い
る

整
備
延
長
約
９

の
う
ち

東
大
和
市
の
上
仲
原
公
園
か
ら
向
原
西
公
園
を
つ
な
ぐ
延

長
約
２

の
先
行
整
備
を
東
急
建
設
が
手
が
け

シ

ル
ド
工
法
︵
仕
上
が
り
内
径
３
・


︶
で
施
工
中
だ


初期掘進 シールド機（外径．ｍ）

集合写真 到達立坑

ビット配置図 チャンバーゲート 取り込んだ巨礫

整
備
事
業
位
置
図
︵
東
京
都
下
水
道
局
提
供
︶

■工事名称：空堀川上流雨水幹線工事
■工事場所：東京都東大和市向原１、３～６丁目、南街４、５丁目、清原４丁目
■発　注　者：東京都下水道局
■施　　工：東急建設
■工　　期：年４月４日～年４月日（予定）

写真・図版提供：東急建設
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２
０
２
３
年

　
２
月

日
　
受
注

　
３
月

日
　
工
期
開
始

　
３
月

日
　
着
工
︵
現
地
踏

査
︶

　
７
月

日
　
切
土
工
事
着
手

　

月

日
　
ト
ン
ネ
ル
仮
設

備
着
手

２
０
２
４
年

　
３
月

日
　
起
点
側
坑
口
切

土
開
始

　
４
月
３
日
　
起
点
側
坑
口
付

け
開
始

　
４
月

日
　
安
全
祈
願
祭

　
５
月

日
　
火
薬
使
用
開
始

　
６
月

日
　
ト
ン
ネ
ル
掘
削

昼
夜
施
工
開
始

　
７
月

日
　
イ
ン
バ

ト
工

施
工
開
始

　
９
月

日
　
セ
ン
ト
ル
組
み

立
て

　
９
月

日
　
ト
ン
ネ
ル
掘
削

２
０
０

到
達

　

月

日
　
ト
ン
ネ
ル
覆
工

開
始

　

月

日
　
ト
ン
ネ
ル
掘
削

４
０
０

到
達

２
０
２
５
年

　
２
月

日
　
ト
ン
ネ
ル
掘
削

６
０
０

到
達

　
５
月

日
　
ト
ン
ネ
ル
貫
通

　
６
月

日
　
ト
ン
ネ
ル
掘
削

完
了

掘削完了までの道のり

最
新
技
術
と
先
人
の
教
え
を
融
合

「切羽に謙虚であれ」
工
事
を
振
り
返

て

切
羽
無
人
化
施
工
シ
ス
テ
ム
適
用

安
全
性
・
生
産
性
向
上
へ

注目技術

工　事　概　要

貫通に寄せて

国土交通省　　
四国地方整備局
徳島河川国道事務所

所長　安永　一夫

地域の活性化に寄与

徳島南環状道路　僧津山トンネル　貫通
（１４）（第３種郵便物認可） ２０２５年　（令和７年）　８月１日　（金曜日）

５月日に
貫通を迎えた

　
国
土
交
通
省
四
国
地
方
整
備
局
が
発
注
し
た
徳
島
南
環
状
道
路
﹁
僧
津
山
︵
そ
う
づ
や
ま
︶
ト
ン
ネ
ル
﹂
が
貫
通
を
迎
え
た

徳
島

市
一
宮
町
と
上
八
万
町
川
西
を
結
ぶ
全
長
８
５
５

で

文
化
の
森
ト
ン
ネ
ル

川
北
ト
ン
ネ
ル
に
続
く
区
間
内
３
本
目
の
ト
ン
ネ
ル

貫
通
に
よ
り
徳
島
南
環
状
道
路
の
早
期
開
通
に
大
き
く
弾
み
が
付
く

戸
田
建
設
が
施
工
を
担
当
し

現
場
周
辺
の
民
家
に
配
慮
し
た

騒
音
・
振
動
対
策
と
と
も
に
無
人
化
施
工
を
積
極
的
に
導
入
し

無
事
故
・
無
災
害
で
掘
削
工
事
を
完
了
さ
せ
た


　
現
場
関
連
写
真
提
供
‖
戸
田
建
設

鋼製支保工建て込み作業の切羽無人化施工状況

　僧津山トンネル工事では鋼製支保工建て込み時の安全性および生
産性向上を目的として、「切羽無人化施工システム（Optiss）」を
全線に適用した。
　このシステムは、トンネル工事で労働災害が最も多い鋼製支保工
の建て込み作業において、切羽直下に作業員が立ち入ることなく、
改良を加えたエレクター一体型吹付機を用いて、オペレーター１人
による遠隔操作で鋼製支保工の建て込み、継手接合、位置決めを可
能とする施工システムである。
　同社は長年にわたり、山岳トンネル工事の掘削から覆工コンク
リートに至る各作業で遠隔化・自動化に向けた技術開発に取り組ん
でいる。近年、これらの技術は現場への導入が進み、実運用を通じ
て改善を重ね実用性を高める段階に入っている。
　そこで、遠隔化・自動化技術を統合し、「ToP-NATM（Toda Pr
ogressive-NATM）」として、技術メニュー化し、全国のトンネル
現場のニーズに応じて柔軟に技術提供できる体制を構築した。
　今後、これらの遠隔化・自動化技術の積極的な適用により、山岳
トンネル工事における安全性の向上と省人化による生産性向上を図
っていく。

○工事名称／令和４―６年度南環僧津山トンネル工事
○工事場所／徳島市一宮町僧津山～上八万町川西
○発注者／国土交通省四国地方整備局
○施工者／戸田建設四国支店
○工事数量／工事延長，ｍ、トンネル延長ｍ、ＮＡＴ

Ｍ、発破掘削（一部制御発破）内空断面積㎡
以下追加指示（ＯＮランプ切土工事）、掘削工
事２万，㎥、路体盛土２万，㎥、路床盛
土工，㎥

○仕上がり内空断面積／㎡
○工期／年３月日～年２月日

戸田建設
四国支店
僧津山トンネル
作業所長
秋月　健一

起点側上空。鮎喰川が近くを流れる

　このたび、僧津山トンネルの貫通を無事迎えるこ
とができたのは、施工者の皆様のご尽力はもちろん
のこと、地域の皆様のご協力の賜であると深く感謝
を申し上げます。

　僧津山トンネルは、徳島南環状道路（延長．㎞）
の一部となる延長ｍのトンネルです。
　徳島南環状道路は、徳島環状道路の一部を担う高
規格道路であり、国道号と国道号に接続する
ことにより、徳島市中心部へ流入する交通を分散す
ることで、慢性的に発生している渋滞を緩和し、地
域の活性化に寄与することを目的としています。
　また、災害等の有事の際には、緊急輸送道路とし
て機能するなど、徳島になくてはならない基盤ネッ
トワークです。このトンネルが貫通したことは、徳
島南環状道路の早期開通に向けて、大きく前進した
と言えます。
　引き続き、早期開通に向けて、より一層努力して
まいりますので、皆様のご支援・ご協力を賜ります
ようお願い申し上げます。

　
現
場
運
営
方
針
と
し
て
﹁
作
業
所
内
の

情
報
共
有
化
を
図
り

ム
リ
・
ム
ダ
・
ム

ラ
を
省
き

工
程
の
短
縮
や
全
工
期
無
事

故
・
無
災
害
で
竣
工
す
る
﹂
と
の
方
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を

掲
げ
ま
し
た

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れ
は
２
０
０
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︵
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
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リ
・
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ダ
・
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を
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
さ
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と
が

で
き
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す

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
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伴
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現
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な
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
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
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︶
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
１
孔
１
段

の
多
段
発
破
が
可
能
で

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え
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建
設
業
界
の
労
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熟
練
技
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
て
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

特
に
ト
ン
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
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
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
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
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
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
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
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
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
光
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
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
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
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取
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
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
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
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
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

　
今
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
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
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
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
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
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
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
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
こ
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で
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げ

ま
し
た

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
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
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︵
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︶
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出
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し
ま
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
吉
野
川
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系
の
一
級
河
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で

あ
る
鮎
喰
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が
近
く
を
流
れ
て
お
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
全

て
の
工
事
排
水
は
濁
水
処
理
設
備
に
て
き

れ
い
に
す
る
こ
と
で
生
態
系
に
影
響
な
く

川
に
流
し
て
い
ま
す


　
私
自
身
は

直
近

年
続
け
て
ト
ン
ネ

ル
工
事
に
従
事
し
て
い
ま
す

関
わ

た

ト
ン
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ル
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
本
近
く
に
な
り
ま
す

今
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の
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は
Ｂ
Ｉ
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／
Ｃ
Ｉ
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活
用
を
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じ
め

最
新
技
術
を
多
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導
入
し
ま
し

た
が

変
わ
ら
な
い
の
は
﹁
地
山
を
見
る

こ
と
﹂
で
す

計
測
を
し

か
り
す
る
こ

と

坑
内
員
さ
ん
の
声
に
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を
傾
け
る
こ

と
が
重
要
で
す

そ
う
す
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こ
と
で
地
山

の
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に
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こ
と
が
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す

そ
の
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に
あ
る
の
が
﹁
切
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﹂
と
い
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て
の
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司
の
教
え
で

掘
削
中
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ロ

ガ
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げ
ま
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
真
剣
に
切
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と
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
地
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化
に
謙
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に
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応
す
る
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分
に
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し

工
事
に
携
わ
る
全
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で
思
い

を
一
つ
に
し
ま
し
た


　
日
常
生
活
に
お
い
て
利
用
し
て
い
る
路

線
の
バ
イ
パ
ス
工
事
に
携
わ
る
こ
と
は
大

変
光
栄
で
あ
る
と
同
時
に

身
の
引
き
締

ま
る
思
い
で
工
事
に
着
手
し
ま
し
た

地

元

協
力
会
社

発
注
者

支
店

本
社

の
支
援
と
協
力
に
よ
り
無
事
故
で
貫
通
さ

せ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た



